
中学校(学年)における実践①

(構成的グループエンカウンター)「私の四面鏡」

○ 本時のねらい

肯定的な印象を伝え合うことで個々の自己肯定感を高め、 きっかより深い人間関係を築くための

にする。け

○ 展開(50分)

学 習 活 動 教師のはたらきかけ 準備物

１ ウォーミングアップをする。

「あわせアドジャン」

①生活グループ(４～５人組)をつくる。 ・グループのメンバー

と気持ちを合わせて②指を、１本から５本まで５通りの中から選んで「ア

活動したから楽しくドジャン」の掛け声で出す。グループ全員が同じも

活動できたことをフのを出せば成功となる。

ィードバックして、＜ ＞ルール

本時の活動につなげ・全員で声を合わせて「アドジャン」と言う。

る。・同じ数字(指の数)は続けて出せない。

２ 活動の内容や進め方を知る。

「私の四面鏡」

①ワークシートの３に、自分のよいところを書く。 ・グループは、生活グ ワークシート３

②ワークシート１にグループのメンバーの名前を記入 ループで行うように ワークシート１

し、その人に当てはまる項目を５つ選んで○を付け する。

る。 ・グループのメンバー

③ワークシート２に、自分に当てはまる項目を５つ選 を大切な仲間として ワークシート２、

んで○を付ける。 真剣に考える時間に

④グループで、互いに○を付けた項目を伝え合い、自 することが大切であ

分のワークシート２に記入する。 ることを伝える。

⑤互いになぜその項目に○を付けたのかを伝え合う。 ・どんな項目があるか

読み上げ、項目につ

いて質問を受ける。

・１人ずつ順番に伝え

るようにする。

アードージャン！

私の○○君への
イメージは・・・

僕は
冷静な，あたたかい，
おだやかな・・・

私が感じるイメージは
しっかりしている，
落ち着いている，
それから・・・



３ シェアリングをする。

(1) 個人で振り返る。 ・今の気持ちをそのま

・ワークシート３の２に、できあがった自分の四面鏡 ま書くように促す。

を見て感じたことや考えたことを記入する。

(2) グループで振り返る。 ・他の人の発表をじっ

・ワークシート３の２に記入したことを基に、順に発 くり聴くように声を

表する。 掛ける。

・学級の友達と互いの

(3) 全体で振り返る。 よさを伝え合うこと

・ワークシート３の３に、自分のよいところを書く。 で、自分でも気付か

・ワークシート３の４に 「私の四面鏡」を行った感 なかったことに気付、

想や、自分への気付きを記入する。 き、自分に自信をも

・全体で発表する。 つことができるよう

にする。
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○ ワークシートより

［リーダーを引き受けて活動することが多い生徒］

・自分が自分で思っている所とは、だいたい同じ所もあれば 「そうなんだ」と思う所もあってびっ、

くりした。自分がみんなからどう思われているのか、見られているのかが分かってよかったと思っ

た。特に「しっかりしている」とかが多くて、そう思われているのならすごく嬉しかった。みんな

のよいところも分かってよい学習だった。

［何事にも真面目に取り組むが目立たない生徒］

・グループの人から教えてもらったとき、意外な項目ばかりで驚いた。だいたい同じようなのにかた

まっていて、人から見た感じがどんなのか分かった。自分では思ってなかったところばかりで、驚

きました。周りの人に○を付けてみると、友だちのよいところが改めて確認できたので、少し、友

だちを深く知った感じになりました。

［活動することに消極的な生徒］

・みんなが「運動が得意そう」と思ってくれてたのは嬉しい。こんな活動はしたことがなくて、不思

議な気持ちでしたが、みんなの意見を聞けて、とてもおもしろかったし、嬉しかったです。

○ 実践を振り返って

【集団について】

「私の四面鏡」の活動前に自分のよいところを３つ書く場面では、ほとんどの生徒がなかなか書

くことができなかったため 「１つでもいいから書くように」と促したが、１つだけしか書けなか、

った生徒も多く、32％の生徒が無回答だった。しかし 「私の四面鏡」の活動後に自分のよいとこ、

ろを３つ書く場面では、無回答の生徒は16％に減っていた 「私の四面鏡」の活動で、同じ班のメ。

ンバーからよいところに○をつけてもらった後だったため、自信をもって書くことができた生徒が



増えたと思われる。ただし、自分のよいところについて16％の生徒が１つも書くことができなかっ

たことから、互いのことを認め合う活動をメンバーを変えて継続して行う必要があると感じた。

【個人について】

・Ａは 「私の四面鏡」の活動前の自分のよいところの記入は、無回答だったが、活動後はできあ、

がった「四面鏡」を見ながら 「冷静、静か、ひかえめ」と書いていた。また「よいところがあ、

るんだと思った」と感想を書いていた。

・Ｂは、自分のよいところの記入は 「私の四面鏡」の活動前、活動後の両方で無回答だったが、、

「自分が想像していた、他の人から思われていることとは違うものがあって、それをよいところ

だと思ってくれてうれしかった」と感想を書いていた。

・Ｃは 「私の四面鏡」の活動前の自分のよいところの記入は、授業者から書くように促されても、

自分で書くことができず、それを見ていた同じ班の女子生徒が「私が書いてあげる」と言って書

いた。そのことがあったためか 「私の四面鏡」の活動にも積極的に参加した。事後のアンケー、

トには 「おもしろかった。何回もしたいくらい」と書いた。、


